
練馬ユニバーサルデザイン推進ひろば

バリアフリー
ユニバーサルデザイン

の
過去・現在・未来 

【話し手】 野村　歓 さん（国際医療福祉大学大学院教授）

主催：練馬まちづくりセンター　ユニバーサルデザイン推進ひろば

手話通訳、要約筆記をご用意しています

点字資料、保育をご希望の場合は、お申し込みの際にご連絡ください

　　　　　　　　　　→お申込、会場へのアクセスは裏面をご覧ください

【聞き手】 植田　瑞昌 さん（一級建築士/練馬区民）

リレー講座ユニバーサルデザインのこれからを共に語る...

『

』

2010年9月2日（木）18：30 ～20：30【日 時】

練馬区役所本庁舎19階（豊玉北6-12-1）【場 所】

ユニバーサルデザイン推進ひろばって…？

ユニバーサルデザインとは、障害の有無、年齢、性別、言語にかかわらず多様な人びとが利用しやすいように、
あらかじめ都市や生活環境をデザインする考え方です。
ユニバーサルデザイン推進ひろばは、すべての人が等しく社会参加する機会を確保するために、区民や事業者の
皆さんのユニバーサルデザインの取組を支援します。

第1夜

　 たとえば、車いすトイレのカタチは、だれが、どうやって決めたのでしょう。
ユーザーの声は、どう反映したのでしょう。
　日本の福祉のまちづくりにおける導入期より、建築分野を中心に活躍されてい
る野村 歓先生に、現在の住環境、まちづくりの基準とはどのようにしてつくられ
てきたのかなど、住民参加の歴史と共にお聞きします。




